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注 上記施肥量を 5等分し早春および刈取後毎に等分分施した。追肥時期は 5月 ,6月 , 7月 ,8月 ,9月 の各上旬
である。

:  は  し 力ゞ  き

青森県内公共草地について著者らが行った実態調査によ

ると,公共草地の約35%が 10アール当り3t未満の低収化
草地であった。これら草地の中には草生密度が比較的高い

にもかかわらず低収化しているものが多くみられており,

その大きな原因として,肥培管理の不備が指摘された3)。

この調査に基づき,草生密度が高く維持 されているにもか
かわらず低収化の著しい県内公共草地を選定 し,地表処理
を伴わずに施肥法の改善により草地生産力の回復を図ろう

として,現地実証試験を行った。

2 試 験 方 法
1 試験牧場の概要
供試牧場 : 七戸町営石倉山放牧場

表 : 試験区の構成および処理 (試験 1)

3 結果および考察
1 三要素施用量と収量性 (試験 I)
三要素施用量と収量の関係を図 1に示す。まず窒素につ

いて述べると,収量は窒素増施 (― N区 ,F区 .2 N EX)に
応して,各 々約 400ん′,約 750り ,約 1,000確 /103と有意
に増収しており,窒素の施肥効果が極めて高いことが認め

られる。

燐酸については,有意差はないが 53年は一P区はF区よ

りやや減収し,54年 は逆に増加しており判然とした傾向が

みられなかった。いずれにせよ,当草地は燐酸が収量の制
限因 rと なっていないものと半1断 される。

カリのIIE効をみるため,一 K区 ,1/3K区 ,2/3K区 .F EX
間の収量を比較したところ,一 K区はF区 より7～ 15%減

収しているが,1/3K区 .2/3K区 はF区 とnl等かそれ以上の

自然条件 : 土壌は十和田―八甲田系火山噴出物に由来
する粗粒質火山灰土壌である。気象条件は,年平均気温 6
～7C,年 降水量 1.600～ 2.300",根雪期間 10月 下旬～
5月 上旬である。標高は 660～ 8002で ある。
画場来歴 : 昭和47年草地造成後 ,試験開始年まで主に
日本短角種 (繁殖育成牛 )を放牧してきた。

試験開始時の草地植生 : オーチャードグラスなどイネ
科牧草が優先する混播草地。マメ科率は冠部被度で 11%,

雑草率は微少である。裸地率は
'%で
草生密度が極めて高

0｀ 。

2 試験設計
本試験は 〔試験 I〕 三要素施用量と収量性,(試験 II〕
追肥回数 追肥時期と収量性の 2つの試験から成っている。
試験区の構成および処理は表 1,表 2に示 したとおりであ
る。なお,試験は昭和53,54年 の 2カ 年にわたり行った。

年
合
計
乾
物
収
■

LSD
5%

―F― K+K=K― P― N F

図 : 三要素施用量と年合計乾物収量

処 理 区 名 ― F ― K 1/3K 2/3K ― P ― N 2N

N― P205~K20
(|"/103/年 )

0 15-15-0 15-15-5 15-15-10 15-0-15 0-15-15 15-15-15 30-15-15

表 2 試験区の構成および処理 (試験[)

処理 区名 5A ⑤⑥③ ⑤⑦③ ⑥⑦③ ⑤ ⑦ ⑤ ③ ⑥ ③

追 肥 回 数 5回分施 3回 分 施 2回 分 施

追 肥 時期 5,6,7,8,9月 5,6.8月 5,7,8月 6,7,8月 5,7月 5,8月 6,8月

注 年間施肥量はN,P205,K20各 々15″/103

2N
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収量であった。このことは,カ リの肥効があるとはいえ,

青子露3管ξ5i義墨農豊8麓簿τちらi;雰喜∴91農
収を回避できるカリの施肥量をN/К20施用比から設定す
ることを提案し,本県放牧地の場合はその比を3/1～ %に
することが良いとしているが,本結果はそれを裏づけてい
るものといえよう。

以上のことから,当草地における三要素の肥効は窒素が

著しく高く,カ リがそれに次いでやや高いのに対し,燐酸
は比較的小さいことがわかった。
2 追肥回数 追肥時期と収量性 (試験■ )
¬般に放牧地では,追肥回数を省略しながら,収量維持
と季節生産性の平準化を図ることが重要である。このよう

な観点から,追肥回跛を年 2回あるいは3回 に省略 した場
合の適正な追肥時期を明らかにしようとした。

図 2は追肥回敏 追肥時期と収量および刈取時別収量分
布割合の関係を示したものである。
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図 2 追肥回数 追肥時期と年合計乾物収量
および刈取時別収量分布割合

収量についてみると,処理間には有意差はみられなかっ
たが,収量順位は2ケ年ともほぼ一致していた。すなわち,
⑤⑥③区,⑤⑦区および⑤③区が同程度の収量で最も高
く,以下刈取 りこと分施の5A区 ,⑥③区,⑤OЭ区,⑥
⑦③区の順であり,2回分施および3回分施の中には,5
回分施より多収な処理が認められた。野村 ら

2)が
平場にお

いて行った施肥配分に関する試験においても,同様の結果
が認められている。これらのことは,追肥省路を行っても

追肥時期が適切であれば決して減収にならないことを示し

ている。

年間の収量分布割合は図からも明らかなように,どの処
理区においても,合計収量の50～ 70%が 1.2番草で占め
られており,時期的に大きな偏 りがみられる。しかし,そ
れらの中で最も平準化のとれている処理は, 3回分施では

⑤⑦③区, 2回分施では⑤⑦区であった。 ⑤⑦区は収量
の点でも優っており,当牧場で収量確保と平準化の両方を

満足させる追肥時期として推奨できる処理である。一方 ,

⑤⑦③区は収量が劣る傾向にあるため, 平準化を主日的
とした場合に適用できよう。

3 当牧場における草地生産力向上対策
いままで述べてきた結果を,当牧場の慣行施肥法と対比
させ,今後の施肥管理のあり方について考察することにす
る。過去 5ケ年の施肥法は表3に示したとおりである。

窒素施肥量は年間164切/108で あり,生草収量 4～ 5

'/108を
目標とした場合は十分な施肥量である。しかし,

たま管理曇F:翼、1:II[彎選生[喘鮨普鷲[多:ちは
しく広い。当草地力堰 収化に向っているひとつの要因 とし

て,窒 素施肥量に対してカリ量の少ないことが指摘 され
る。

表 3 石倉山放牧場における過去 5年間の施肥法
(年当り )

追 肥時 期
追 肥 量 (り/108)

N P205 K20 M80

5月 21～ 22日

8月 5～ 9日

82
82
74
24
12
12
34
10

追肥時期は5月 と8月 の 2回 であり,窒素については年
施肥量を等分分施 している。この施肥法は決して年合計収

量を低めるものでない。問題は季節間の収量の偏 りが大き

く,1, 2番草で約 70%を占めていることである(図 2)。
このことは 8月以降の低収化を促進し,放牧牛の早期退牧
を余儀なくされるなどの幣害を招き,結果として当牧場の

草地生産力を低めているものといえよう。したがって,季
節生産性の平準化が比較的図られやすい.5, 7月 追肥 ,
あるいは 5, 7,3月 追肥を採用し,夏季以降の収量確保
を狙うことが,実際的な草地生産力の改善になるものと考
える。

燐酸は約 10"/108と放牧地 としてはほぼ十分量を施用
している。これが当牧場の燐酸肥沃度を高め,燐酸追肥の

効果が判然としなかった理由である。本試験で牧草中の P

含有率を調べてみると,― P区はF区 より常にP含有率が
低く,妊娠牛や泌乳中成牛の P要求量に満たないものが多
くみられた。また,燐酸の追肥は放牧牛の嗜好性や増体を
高めることが知られている5)。 したがって,増収にさほど
寄与しない場合であっても,家畜のミネラル栄養の点から
燐酸を追肥することが重要であり,慣行的燐酸施肥量は継
続 して施用すべきであろう。

4 ま  と  め
当牧場で家畜のミネラル栄養を考慮しつつ,乾物収量約
800り/108(生草で4～ 51)生産するには,N― P205~
K20‐ 15-10-5″/108が必要であり,窒素の増肥で,
より多収を得ることができる。また,季節生産性の平準化
を図るための追肥時期として 2回分施では 5,7月 追肥 ,
3回分施では5,7,8月 追肥がよいと考えられた。
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